
大平進
ごらん　あれがコメディアン　あれがミュージシャン　あれがマジシャン　そうだよ
 ごらん　あれがコメディアン　あれがミュージシャン　あれがマジシャン　そうだよ

場末の　小さな町の広場に　芝居の舞台ができた
周りは　キャラコの幕で　中には　椅子がちらほらころがる
 役者は芝居をする前に　お客を集めに出かける
 旅する哀れな一座　雨の時にはお休み
 
ごらん　あれがコメディアン　あれがミュージシャン　あれがマジシャン　そうだよ
昼間は太陽見上げ　夜は星空見上げて
役者はなんでもこなす　喜劇もうまい　悲劇も得意
 芸術的ではないけど　お客の心はつかめる
 旅する哀れな一座　拍手の音が生きがい

ごらん　あれがコメディアン　あれがミュージシャン　あれがマジシャン　そうだよ
役者は夜が更けた時　舞台を壊しテントをたたむ
道具も衣装も幕も　馬車に詰め込み　何処かへ急ぐ
 自分で自分の心に　恋唄歌って聞かせて
 旅する哀れな一座　明日はどこまでゆくやら
 
ごらん　あれがコメディアン　あれがミュージシャン　あれがマジシャン　そうだよ


